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　以上のほか、第 1回は導入、第 8回に前半部分の総括、第 13回には全体
の総括を行った。生井・江崎の両名は全授業に出席し、第 1回、第 8回、第
13回の講義を担当した。最終回は試験を実施した。
授業の成果と今後の課題
　以上、半期計 14回の授業時間を余すところなく使って多角的な議論を展
開した。こうした学際的なありかたは研究所の得意とするところであり、と
りわけ「高度な専門性に立脚しながら共通の素材を多面的に、深く検証す
る」教育的実践は、単なる総花的・顔見世興行的なオムニバス授業とは明ら
かに一線を画するものであったといえるだろう。本学における研究所・セン
ターの多くは、研究機関としての高度な質に比して教育（特に学部教育）と
の制度的接点を持たない点がかねて惜しまれているが、本科目はその可能性
の一端を切り拓くものとしても評価されてよい。
　各回の講義・討論などの内容も初歩的な知識の紹介を兼ねながら高度な議
論をくりひろげるという困難な課題に十分にこたえており、全体を一書とし
てまとめるにふさわしいものだったと思われる。平日の木曜 5限という一般
に忌避されがちな時間帯の授業だったにもかかわらず、文系・理系双方にま
たがる全学部から、セカンドステージ大学登録者に至るまでの受講者が最後
まで減衰せず、平均して 8割ほどの出席を維持しつづけたことは、その端的
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な証しであろう。
　他方、今後の課題点も明らかになった。第一はこうした試みの継続可能性
に関するものである。前述したようにこの講座はアメリカ研究所の主だった
面々が全員深く関わっており、半ば冗談で「総力戦」と呼ばれたほどの趣き
を呈した。これは研究所がかつてない教学上の試みを実践するという意欲の
賜物であるが、反面、これほどのリソースを定型として割くことは難しいの
も事実である。研究所による教育実践のありかたや制度について今後も引き
つづき検討してゆきたい。
　第二は本科目が全体として講義主体にならざるを得ず、履修者をまじえた
討論などの授業参加に課題を残したことである。もっともこれには必然的な
理由があった。すなわち全カリ科目である以上、すべての履修者がアメリカ
政治やアメリカ史についての基本的な知識を有していると想定することはで
きず、いきおい初歩的情報を講じることに配慮せざるを得なかった。さらに
履修者がおよそ 80名という規模も、講義科目としては適切だとしても実習
科目としては明らかに大人数に過ぎるものであった。研究所が提供し得る講
義や実習系科目とそれに対応する人的リソースなど、考慮されるべき点は多
い。すなわち、これは本科目に固有というよりも構造的な課題というべきも
のであるが、全カリ科目をふくめた教学体制の設計上の課題を示唆するもの
でもあるだろう。
　第三は、上記の点に関わることであるが、履修者の到達度を測る評価の難
しさである。今回は過去の全カリ科目の経験に鑑みて学期末試験とリアク
ション・ペーパー等の組み合わせによって評価することになったが、レポー
ト、小テスト、討論などによってより細やかな評価システムを工夫すること
もあり得たかもしれない。とはいえ、これは単発の授業のなかで考慮すべき
ことというよりも、上記したような全体の制度設計との関連において検討さ
れてよいことではないかと思われる。
（文責・生井英考、江崎聡子）
